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テーマ研究委員会

定例研究会WG

国際ユニヴァーサルデザイン協議会　定例研究会開催のご案内（第２信）

国際ユニヴァーサルデザイン協議会のテーマ研究委員会の定例研究会を下記にて開催いたます。

ご多忙のこととは存じますが、多くの方々の参加をお願いいたします。

今回は、講師の先生の講演概要ならびにプロフィールのご案内、事前質問事項の収集、定例研究会へのご要望収集させていただいております。

記

テーマ　：「ユニヴァーサルデザインの標準化についての現状と実践事例」

日　時　：３月１０日（水）　14:00～17:00　（13:30開場、14:00開演）

場　所　：アムラックス東京　5階　アムラックスホール

　　　　　　　　　　〒170-8447　東京都豊島区東池袋　３－３－５　（電話：03-5391-5900）
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アクセス：

JR・地下鉄営団　丸ノ内線・有楽町線・西武池袋線・東武東上線　池袋東口より徒歩7分

地下鉄営団　有楽町線　東池袋駅　2番出口より　徒歩6分

※会場へのお車での来場はご遠慮いただきますようお願いいたします。

内容：

　　　　講演　１：　14:00～15:20　

　　　　　　　　　（財）共用品推進機構　専務理事　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星川　安之　様

　　　　　　　　「アクシシブルデザイン・ＵＤに関する標準化及び

共用品推進機構の事業に関して」
　　　　講演　２：　15:40～17:00

　　　　　　　　　トヨタ自動車株式会社　車両技術本部　第一車両技術部　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金森　等　様

　　　　　　　　　「トヨタのユニバーサルデザイン取組み　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～新型ラウムの開発を例に～」

　　　　　　※　講演毎の質疑応答にてディスカッションを実施いたします。
＜星川 安之　氏　講演概要、ならびにプロフィールのご紹介＞

２００１年、ＩＳＯから日本提案で発行されたＩＳＯ／ＩＥＣガイド７１（高齢者及び障害のある人々のニーズに対応した規格作成配慮設計指針）制定までの経緯およびその後の発展について紹介。　また、共用品推進機構の事業に関しても紹介。
＜星川氏略歴＞

星川　安之（ほしかわ　やすゆき）　１９５７年生まれ

１９８０年　３月　　自由学園　最高学部　卒業

　　　　　　　　　　４月　　株式会社　トミー　入社

　　　　　　　　　　９月　　同社、ＨＴ（ハンディキャップ　トイ）研究室　新設・配属

１９９０年　４月　　（社）日本玩具協会「小さな凸」実行委員会　発足　

　　　　　　　　　　　　　　　　　トミー半日　日本玩具協会　半日の出向で、事務局次長に

１９９１年　４月　　Ｅ＆Ｃプロジェクト　発足　事務局長に就任

１９９９年　４月　　財団法人　共用品推進機構　設立。　事務局長、専務理事に就任

現在　　　財団法人　共用品推進機構　事務局長・専務理事

　　　　　株式会社　トミー　管理本部　（専務理事）

　　　　　日本工業標準調査会　消費者政策特別委員会委員

　　　　　日本工業標準調査会　標準部会　高齢者・障害者支援専門委員

　　　　　日本工業標準調査会　標準部会　消費生活技術専門委員会委員

　　　　　ＩＳＯ／ＩＥＣガイド７１アドホックタグ委員

　　　　　日中韓国アクセシブルデザイン委員会　委員

　　　　　（福）日本点字図書館　評議員

　　　　　筑波技術短期大学経営協議会委員

　　　　　神奈川工科大学　非常勤講師

主な著書：バリアフリーの商品開発１・２（日本経済新聞社）共著

　　　　　バリアフリーの店と接客（日本経済新聞社）共著

　　　　　バリアフリーの生活カタログ（小学館）共著

　　　　　バリアフリーと広告（電通）共著

　　　　　共用品白書　９９・２０００・２００１（財団法人　共用品推進機構）共著

　　　　　共用品白書２００３（ぎょうせい）共著

　　　　　ＩＳＯ／ＩＥＣガイド７１　徹底ガイド（日本経済新聞社）

　　　　　共用品白書（２００３）（ぎょうせい）　　　他

＜金森　等　氏　講演概要ならびにプロフィールご紹介＞
人に優しいクルマ開発の一端として、ユニバーサルデザイン開発を推進し、以下の２つの指標を軸に開発車展開を行っている。一つは、人の身体・生理機能面の特性を基に使いやすさを定量化した「エルゴインデックス」（人のハード面）という評価指標。もう一つはユーザニーズの達成度合いを示す指標で、人とクルマの様々なシーンの中でユーザの期待や要望に対してどれだけ達成できたかを示す「シーン適合度」（人のソフト
面）である。こうしたトヨタ独自のユニバーサルデザイン評価指標の考え方及び活用について、新型ラウムの開発事例を基に紹介する。
＜金森氏　略歴＞
‘81年　慶応大学大学院　工学研究科(機械工学専攻)卒、同年トヨタ自動車入社。
　　　　　　　東富士研究所にて、人間工学性能向上開発業務に従事。

‘85年～　本社テクニカルセンター　車両実験部または車両技術部にて、人間工学性能の技術開発・

　　　　　　　製品開発に従事。　途中‘93～96年の間米国テクニカルセンター勤務、現地での製品開発、

　　　　　　　米国適合業務に従事。
· 近年では、今回のユニバーサルデザインの指標開発やアイテム開発、ＩＴＳ新システム

　　（ナビなどの情報支援、駐車や追従などの運転支援）のＨＭＩ仕様開発などに従事。
· 社内では、人間工学の機能主査として、製品の性能向上及び性能監査から技術開発推進の

　　責任者として活動。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３／１０　国際ユニヴァーサルデザイン協議会　定例研究会事前質問票

＜講師への質問がありましたらご記入いただき事務局までお送りください＞

3/10定例研究会
＜事前質問項目＞　　


質問を希望する講師名、質問内容をご記入ください。

貴社名


所属名


ご氏名


e-mail


ＴＥＬ


国際ユニヴァーサルデザイン協議会　定例研究会
　皆さまのご要望をお聞きしてより良い　定例研究会を運営していきたいと思います。

定例研究会
＜定例研究会への要望事項＞　　


「こんなテーマの講演を聞きたい。」、「こんな方の講演を聞きたい。」など定例研究会へのご要望をご記入ください。　

貴社名


所属名


ご氏名


e-mail


ＴＥＬ


ＩＡＵＤ事務局へ電子メールもしくはＦＡＸにてお送りください。

ＩＡＵＤ　事務局　e-mail：info@iaud.net　　　ＴＥＬ＆ＦＡＸ：０４５－９０１－８４２０






















































































































